
ぎのわん市議会だより 第105号　平成29年12月8日（1）

宜野湾市議会

ん

宜野湾市野嵩一丁目 1 番 1 号
電話（098）893-4411（内337）
印刷  新 星 出 版 株 式 会 社

第 号ぎのわんぎぎぎのののわわわんんん

定例会

定例会の経過

　去る10月11日、米軍普天間基地所属のCH-53E大型輸送ヘリコプター
が緊急着陸後に炎上した事故を受け、10月17日開会の臨時議会におい
て抗議決議及び意見書を全会一致で可決した。同日、議長を初め基地関
係特別委員は、県内関係機関へ事故原因の速やかな公表と実効性のある
再発防止策の実施及び公表などを強く要請した。

定例会の経過

9
月

1日 議会運営委員会

4日 基地関係特別委員会

8日
案件上程、説明
基地関係特別委員会

12日
上程案件に対する質疑、委員会付託
議会運営委員会

13～15日 各常任委員会議案審査

20日 中間表決

20～22日
25～27日

一般質問（質問者23人）

22日 経済建設常任委員会、 総務常任委員会

25日
経済建設常任委員会
福祉教育常任委員会

26日 各派代表者会議

28日 各常任委員会の審査報告及び表決

第408回宜野湾市議会定例会は、9月8日から9月28日ま
での21日間の会期で開かれました。

今定例会は、宜野湾市手数料条例の一部を改正する条例、
宜野湾市水道事業の設置等に関する条例の全部を改正する条例、
水槽付消防ポンプ自動車購入に係る物品の取得についてを含
む46件にわたる議案等が審議され、23人の議員による一般質
問も行われました。

会　　期

9月8日〜9月28日
9月
火災予防条例の一部を改正する条例、志真志小学校校舎・
水泳プール増改築工事請負契約を全会一致で可決しました！！

105

米軍ヘリコプターの東村高江での炎上事故に対する抗議、要請

市議会から市長へ政策等の提言を行いました！

市長へ政策等の提言書を手交する議長及び議員

　去る5月16日から19日にわたり開催した「第2回議会報告及び市民との意見交換会」において、市民の皆様からい
ただいたさまざまな御意見を議会の中で協議し、政策提言書としてまとめ、9月28日に市長へ提言を行いました。（詳
細については2項参照）
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意見交換会での御意見を調査・協議し、市長へ政策提言を行いました!!
　宜野湾市議会基本条例に基づき、去る5月16日から19
日にかけて「第2回議会報告及び市民との意見交換会」を
開催し、4日間で102名の参加者から市政に関するさまざ
まな御意見をいただきました。市民の皆様からいただいた
御意見や御要望を議会で調査・協議し、市長へ政策提言を
行いました。
　いただいた御意見への回答については、市議会ホームペー
ジにてごらんいただけます。

政策提言の内容について

1.地デジ受信障害の実態調査及び事業再開について

　地デジ受信障害対策事業は平成23年で終了しているが、いまだ米軍ヘリ等による受信障害により市民から苦

情が寄せられる現状を踏まえ、国に対し実態調査の実施や同事業を再開するよう要請していただきたい。

2.普天間基地から派生する騒音被害の実態調査と住宅防音工事エリアの見直しについて

　市街地のど真ん中に普天間基地を抱え、昼夜を問わず行われる住宅地上空での飛行訓練により日常的に騒音

被害に苦しめられている市民の実情を踏まえ、国に対し、騒音被害の実態調査の実施や住宅防音工事エリアの

見直しについて要請していただきたい。

3.本市西海岸の開発について

　当該地域は隣接する北谷町と比べても開発がおくれている現状がある。市都市計画マスタープランに基づき、

本市西海岸から北谷町美浜を連絡する海岸沿いへの自転車専用道路及び歩行者専用道路の早期実現に向け取り

組んでいただきたい。

4.自治会加入促進に向けた取り組みについて

　自治会加入促進については、市、議会、市民、事業者等の役割を明確にし、市全体で取り組んでいく必要が

あると考えており、さらなる自治会加入促進に取り組んでいただきたい。

5.排水施設上部への街灯設置について

　長田区内（長田一丁目3番付近）にあるボックスカルバートは、生活道路として周辺住民に利用されている

が側溝に蓋がなく、街灯もないため夜間は危険であることから、街灯を設置していただきたい。

6.公民館利用方法の市民への周知について

　公民館の利用方法について、さらなる利用促進の観点から、市ホームページ等でも広報していただきたい。

7.文化財の学習に関する事業の市民への周知について

　文化財の学習に関する事業は多数実施されているが、いまだ市民の認知度は低い状況と考える。文化財は地

域の歴史と文化を知る大切な市民共有の財産でもあることから周知に係る取り組みを強化していただきたい。

8.ひとり暮らし高齢者の安否確認等について

　年々ふえ続けるひとり暮らし高齢者の問題点等を踏まえ、市内のひとり暮らし高齢者の実態調査を行い、見

守りが必要となる世帯の把握に努めていただくとともに、現在策定中の市高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画へ今後の取り組み方針を明記していただきたい。

9.学童クラブの待機児童解消について

　今後、共働き世帯の増加により、保育所と同様に学童クラブの待機児童問題も深刻化してくることが予想さ

れることから、学童クラブを増設するなど、待機児童解消に向けた取り組みを強化していただきたい。

※‌‌意見交換会でいただいた御意見に対する回答については、市議会ホームページ（議会報告及び意見交換会）

からごらんいただけます。

次回の議会報告及び意見交換会の開催について

　次回の開催は、平成30年4月～5月頃を予定しており、詳細な日程等が決まり次第、市議会ホームページやチラシ、

ポスター等で広報してまいります。多くの皆様の御参加をお待ちしております。詳しくは議会事務局までお問

い合わせください。
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キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
琉
球
大
学

医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
の
移
転
が
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
宜
野
湾
市
西
普
天
間
地
区
返
還
地
整
備

に
伴
う
市
内
商
工
業
者
の
優
先
利
用
に
係
る
特
段
の
配

慮
に
つ
い
て
」
の
陳
情
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
経
済
建
設

常
任
委
員
会
よ
り
「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅

地
区
跡
地
へ
の
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
移

転
整
備
に
係
る
宜
野
湾
市
内
商
工
業
者
へ
の
優
先
受
注

機
会
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
が
九
月
二
十
八
日
の

定
例
会
最
終
日
に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

議
決
後
の
十
月
五
日
に
は

議
長
を
初
め
、
経
済
建
設
常

任
委
員
が
琉
球
大
学
に
出
向

き
、
移
転
整
備
期
間
中
に
お

け
る
市
内
企
業
及
び
市
産
品

の
優
先
利
用
に
つ
い
て
直
接

要
請
を
行
っ
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
平
成
二
十
八
年
度

の
繰
越
金
及
び
普
通
交
付
税
の
確
定
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
整
理
、
各
種
事
業
の

変
更
等
に
よ
り
、
総
額
六
億
八
千
七
百
四
万

五
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
案
審
査
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金
を
活
用
し
た
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
理
由
に
つ
い

て
質
疑
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
女
性
活

躍
推
進
等
に
向
け
、
希
望
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
等
の
記
載
事
項
へ
旧
姓
を
併
記
す

る
た
め
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

本
会
議
の
表
決
に
当
た
っ
て
は
、
桃
原
功

議
員
外
七
名
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
の
改
修
に
係
る
予
算
を
削
除
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
、
女

性
の
活
躍
を
さ
ら
に
推
進
す
る
べ
き
と
の
修

正
案
へ
の
反
対
討
論
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
が
低
い
こ
と
や
女
性
が

活
躍
し
に
く
い
社
会
情
勢
で
は
な
い
現
状
を

鑑
み
、
当
該
事
業
の
必
要
性
は
な
い
と
の
修

正
案
へ
の
賛
成
討
論
が
な
さ
れ
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
修
正
案
は
否
決

さ
れ
、
そ
の
後
、
原
案
に
つ
い
て
諮
り
賛
成

多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

９
月
定
例
会　

主
な
議
案
審
議
経
過

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地

へ
の
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同
附
属
病
院
移

転
整
備
に
係
る
宜
野
湾
市
内
商
工
業
者
へ
の

優
先
受
注
機
会
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

可決

平
成
二
十
九
年
度
宜
野
湾
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

可決

平成２８年度の政務活動費の収支報告を公表します!

【
議
会
傍
聴
の
ご
案
内
】

　

本
会
議
及
び
委
員
会
は
原
則
一
般
公
開
さ
れ
て
お

り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

　

十
二
月
定
例
会
は
十
二
月
五
日
（
火
）
か
ら
開
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
定
例
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
も
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

琉球大学学長へ意見書を手交する議長

平成28年度　政務活動費収支報告一覧表 単位：円

絆クラブ
結・市民 

ネットワーク
公明党

社民・市民 
クラブ

共生の会 無会派

合　　計
所属人数

H28.4〜5月　
12名 

H28.6〜H29.3月　
11名

5名 3名 2名 3名 1名

交付額 2,680,000 1,200,000 720,000 480,000 720,000 240,000 6,040,000

支
　
出
　
額

調 査 研 究 費 2,295,747 223,167 733,308 258,504 641,333 27,595 4,179,654

研 修 費 817,890 11,000 10,000 129,960 968,850

広 報 費 0

広 聴 費 0

要請・陳情活動費 0

会 議 費 0

資 料 作 成 費 26,336 42,563 21,677 64,033 35,585 13,852 204,046

資 料 購 入 費 14,744 150,708 45,330 29,070 239,852

人 件 費 0

事 務 所 費 20,686 44,680 65,366

計 2,357,513 1,234,328 754,985 378,867 731,598 200,477 5,657,768

残余額（返還額） 322,487 0 0 101,133 0 39,523 463,143
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◎
議
員　

人
生
の
節
目
で
あ
る
還
暦
を
迎
え
る
方
々
の

た
め
に
、
成
人
式
と
同
様
に
市
主
催
の
還
暦
式
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
全
国
で
同
様
に
開
催
し
て
い

る
自
治
体
を
把
握
し
て
い
る
か
。

◎
健
康
推
進
部
長　

具
体
的
に
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
七
カ
所
の
自
治
体
が
開
催

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

◎
議
員　

六
十
歳
か
ら
の
第
二
の
人
生
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
還
暦
式
開
催
は
高
齢
者
福

祉
や
生
涯
学
習
の
分
野
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。
当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
健
康
推
進
部
長　

高
齢
化
社
会
に
向
か
う
生
き
が
い

づ
く
り
と
し
て
、
自
ら
の
健
康
や
体
力
維
持
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
自
治
会
活
動
に
生
か
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

◎
教
育
部
長　

第
二
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

◎
議
員　

本
市
で
も

還
暦
式
開
催
が
で
き

な
い
か
。

◎
副
市
長　

培
っ
た

知
識
や
経
験
を
市
の

た
め
に
役
立
て
て
い

け
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
み
よ
う
か
と
い

う
気
持
ち
で
あ
る
。

◎
議
員　

市
民
が
自
己
の
住
宅
を
修
繕
す
る
際
に
補
助

金
を
交
付
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
は
、
経
済
波
及
効
果
も

高
く
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
関
係
部
署

と
協
議
し
事
業
化
に
向
け
進
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

事
業
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
市
の
財

政
状
況
や
需
要
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

来
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
て
関
係
部
署
と
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
議
員　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
平
成
二
十
八
年
九
月

定
例
会
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
制
定
を
求
め

る
陳
情
を
採
択
し
て
い
る
。
市
民
負
担
の
軽
減
、
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
に
も
早
急
な
事
業
化
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
他
市
町
村
で

も
事
業
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
市
で
も
取
り
組
み

が
必
要
と
感
じ
て
お

り
、
建
設
部
と
し
て

も
関
係
部
署
と
協
議

を
行
い
事
業
化
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
。

一 質般 問
　今定例会は、23名の議員から市政全般につ

いて、多くの一般質問がありましたが、紙面の

都合上簡潔に掲載いたします。詳しい内容は、

市議会会議録を市民図書館や議会事務局に保管

しています。さらに、市議会のホームページに

も掲載いたしますので御利用ください。

議会会議録検索システムのURL
http://www.kaigiroku.net/kensaku/ginowan/ginowan.html
※9月定例会の内容は12月6日（月）に掲載予定です。

議会中継放送のURL
http://www.ginowan-city.stream.jfit.co.jp/
※録画放送は会議の３日後を目安にご覧いただけます。

スマートフォンをご利用の方は
こちらからご視聴いただけます。

答
弁
者

〇
市

長
　
佐
喜
眞
　
淳

〇
副

市

長
　
松
川
　
正
則

〇
教

育

長
　
知
念
　
春
美

〇
水
道
事
業
管
理
者
　
和
田
　
敬
悟

〇
総

務

部

次

長
　
泉
川
　
幹
夫

〇
企

画

部

長
　
国
吉
　
孝
博

〇
基

地

政

策

部

長
　
鈴
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治

〇
福

祉

推

進

部

長
　
比
嘉
　
　
透

〇
健

康

推

進

部

長
　
比
嘉
　
直
美

〇
市

民

経

済

部

長
　
伊
波
　
保
勝

〇
建

設

部

次

長
　
古
波
蔵
　
晃

〇
教

育

部

長
　
島
袋
　
清
松

〇
指

導

部

長
　
甲
斐
　
達
二

〇
消

防

長
　
浜
川
　
秀
雄

その他の主な質問

・‌‌車いすマラソン大会の開催について

・‌‌愛知地区学習等供用施設改修事業の

進捗状況について

・‌‌市道宜野湾11号の進捗状況について

その他の主な質問

・‌‌小中学校施設の教育環境整備の取り

組みについて

・‌学校施設管理員の職種変更のあり方

について

・‌‌公契約条例の制定について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

知 念 吉 男 議員

市
主
催
の
還
暦
式
の
開
催
に

つ
い
て

佐喜真 進 議 員
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◎
議
員　

昨
年
に
引
き
続
き
こ
と
し
も
七
月
に
普
天
間

中
学
校
よ
り
普
天
間
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
の
要
請
と
千
三
百
九
十
三
名
分
の

署
名
が
市
長
、
教
育
長
へ
直
接
提
出
さ
れ
た
が
、
再
度
、

教
育
委
員
会
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長　

現
在
、
実
施
計
画
に
お
い
て
、
既
存
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
含
め
た
拡
張
整
備
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
議
員　

検
討
委
員
会
で
は
い
つ
頃
ま
で
に
跡
地
活
用

方
針
を
決
定
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
総
務
部
次
長　

普
天
間
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
跡

地
活
用
方
針
は
、
方
針
案
を
市
長
に
報
告
し
、
庁
内
手

続
き
を
経
た
後
に
、
年
内
に
決
定
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
議
員　

現
在
の
練
習
環
境
は
安
全
面
で
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
練
習
場

を
求
め
て
の
移
動
や

経
費
負
担
な
ど
、
保

護
者
が
苦
労
し
て
い

る
。
ま
た
、
普
天
間

地
域
は
基
地
に
挟
ま

れ
た
狭
隘
な
地
域
で

あ
り
、
市
民
の
健
康

増
進
へ
つ
な
が
る
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

◎
議
員　

当
該
交
差
点
の
改
善
に
向
け
た
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

現
在
、
沖
縄
県
公
安
委
員
会
や
南
部

国
道
事
務
所
と
設
計
協
議
を
進
め
て
い
る
。
こ
と
し
の

十
月
ご
ろ
に
は
設
計
が
完
了
し
、
そ
の
後
、
関
係
機
関

と
の
調
整
が
済
み
次
第
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
議
員　

当
該
交
差
点
の
改
良
に
伴
う
実
施
設
計
で
は

ど
の
よ
う
な
拡
張
や
改
善
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

◎
建
設
部
次
長　

現
在
、
市
道
宇
地
泊
・
真
志
喜
二
号

か
ら
那
覇
向
け
に
右
折
車
線
を
設
置
し
、
渋
滞
緩
和
を

図
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
工
事
区
間
は
約
九
十
メ
ー

ト
ル
で
交
通
島
や
歩
道
を
縮
小
し
、
右
折
車
線
を
ふ
や

す
計
画
で
あ
る
。

◎
議
員　

大
謝
名
団
地
か
ら
の
直
進
が
多
く
、
市
道
宇

地
泊
・
真
志
喜
二

号
の
右
折
が
難
し

い
。
信
号
機
制
御

な
ど
の
対
策
も
検

討
し
て
い
る
の
か
。

◎
建
設
部
次
長　

右
折
車
線
の
設
置

効
果
が
見
ら
れ
な

い
場
合
は
、
信
号

機

制

御

を

含

め
、

関
係
機
関
と
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

当
該
場
所
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
二
年
九
月
か
ら
三
度
質
問
を
行
い
、
そ
れ
か
ら

既
に
七
年
も
経
過
し
て
い
る
が
、
改
め
て
設
置
の
時
期

を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

国
道
五
八
号
マ
リ
ー
ナ
通
り
線
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
、
信
号
機
制
御
に
よ
る
交
差
点
と
し

て
供
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
関
係
機
関
と
の
協
議

の
中
で
、
現
在
の
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
計
画
し

て
い
る
（
仮
称
）
真
栄
原
・
真
志
喜
線
の
整
備
後
に
公

安
委
員
会
に
お
い
て
交
通
状
況
も
踏
ま
え
信
号
機
設
置

を
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員　

マ
リ
ー
ナ
通
り
線
は
金
融
機
関
、
保
育
園
、

病
院
な
ど
、
大
型
の
事
業
所
が
所
在
し
、
非
常
に
発
展

し
て
い
る
。
そ
こ
で
（
仮
称
）
真
栄
原
・
真
志
喜
線
の

整
備
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

（
仮
称
）
真
栄
原
・

真
志
喜
線
の
道
路
計

画
は
当
面
国
道
五
八

号
か
ら
大
謝
名
・
真

志
喜
線
ま
で
の
約
百

六
十
メ
ー
ト
ル
を
整

備
す
る
予
定
で
あ
る

◎
議
員　

ぜ
ひ
今
年

度
内
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

その他の主な質問

・‌‌地球温暖化対策実行計画(第２次計

画)の取り組み状況について

・‌‌一般廃棄物処理基本計画の取り組み

状況について

・‌‌不法投棄等のある雑草地の改善策に

ついて

改善が望まれる国道58号との交差点

。

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

その他の主な質問

・‌‌普天間高校移転の進捗状況について

・指定管理の現状と課題について

・‌‌身体障がい者用自動車改造助成事業

の適用について

・オンデマンド交通の導入について

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
五
八
号
大
謝
名
店
及

び
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
宜
野
湾
大
謝
名
店

前
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

比嘉憲康 議員

普
天
間
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
整
備
に
つ
い
て

呉屋　等 議員

市
道
宇
地
泊
・
真
志
喜
二
号
と

国
道
五
八
号
と
の
交
差
点
の

改
善
に
つ
い
て

濱 元 朝 晴 議員
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◎
議
員　

当
該
施
設
は
防
衛
予
算
を
活
用
し
、
平
成
二

十
年
度
に
供
用
開
始
し
て
い
る
が
、
指
定
管
理
料
の
推

移
及
び
業
務
内
容
に
変
更
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

平
成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
四
年

ま
で
の
一
期
目
の
委
託
料
総
額
は
九
千
五
百
万
円
で
、

平
成
二
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
九
年
ま
で
の
二
期
目
は

総
額
八
千
百
八
十
二
万
八
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、
一
期

目
か
ら
二
期
目
に
か
け
て
業
務
内
容
に
変
更
は
な
い
。

◎
議
員　

夏
場
は
大
変
暑
く
、
屋
外
プ
ー
ル
の
水
温
も

高
く
な
る
た
め
、
利
用
者
へ
の
炎
天
下
に
よ
る
熱
や
紫

外
線
を
遮
断
で
き
る
よ
う
な
テ
ン
ト
等
を
設
置
し
て
は

い
か
が
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　

議
員
御
提
案
の
屋
外
プ
ー
ル
へ
の

屋
根
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村
へ
効
果
等
も

確
認
の
上
、
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

当
該
施
設

の
民
間
移
譲
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

宜
野
湾
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
も

踏
ま
え
、
沖
縄
防
衛

局
に
も
確
認
の
上
、

調
査
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

◎
議
員　

市
内
の
公
園
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
何
面
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

市
が
管
理
し
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
海
浜
公
園
に
六
面
、
い
こ
い
の
市
民
パ
ー
ク
に
二
面
、

森
川
公
園
に
一
面
あ
る
。

◎
議
員　

平
日
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
料
金
及
び
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

利
用
料
金
は
市
民
が
利
用
し
た
場
合
、

一
時
間
に
つ
き
三
百
円
で
、
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
す
る
と

一
時
間
に
つ
き
二
百
十
円
が
加
算
さ
れ
る
。
ま
た
、
市

外
の
方
は
一
時
間
に
つ
き
三
百
九
十
円
で
、
ナ
イ
タ
ー

料
金
の
加
算
額
は
同
じ
で
あ
る
。
去
年
の
利
用
状
況
は

月
平
均
で
、
海
浜
公
園
が
三
千
百
三
十
七
人
、
い
こ
い

の
市
民
パ
ー
ク
が
千
二
百
二
十
一
人
、
森
川
公
園
が
二

百
九
十
二
人
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

平
日
の
空

き
時
間
を
活
用
し
て
、

シ
ル
バ
ー
世
代
の
利

用
料
金
を
半
額
に
し
、

利
用
を
ふ
や
し
て
は

い
か
が
か
。

◎
建
設
部
次
長　

他

市
の
状
況
を
確
認
し
、

指
定
管
理
者
と
の
協

議
も
踏
ま
え
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

幼
稚
園
改
革
の
一
環
と
し
て
、
全
幼
稚
園
に

給
食
の
提
供
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
指
導
部
長　

県
内
で
は
名
護
市
、
糸
満
市
、
豊
見
城

市
、
沖
縄
市
、
西
原
町
、
南
風
原
町
、
中
城
村
な
ど
で

実
施
し
て
い
る
。
給
食
は
食
の
興
味
や
関
心
の
向
上
、

小
学
校
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
本
市
で
は
配
膳
室
の

増
築
や
配
送
車
の
乗
り
入
れ
等
各
幼
稚
園
の
実
態
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

◎
議
員　

給
食
は
、
幼
稚
園
改
革
へ
の
画
期
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
思
う
。
多
く
の
保
護
者
も
導
入
を
希
望

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
幼
稚
園
教
育
の
充
実

の
た
め
に
給
食
の
提
供
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

◎
市
長　

よ
り
充
実
し
た
幼
稚
園
の
環
境
づ
く
り
は
必

要
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
せ
ず
に
給
食
を
導

入
す
る
こ
と
は
厳
し

い
と
考
え
る
。
教
育

委
員
会
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

給
食
は
食

材
へ
の
関
心
向
上
や

マ
ナ
ー
、
食
育
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
導
入
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

その他の主な質問

・‌‌コンビニエンスストアでの各種証明

書交付の取り組み状況について

・‌‌ふるさと納税の現状と今後の活用に

ついて

・‌‌真栄原地区まちづくり整備の進捗と

今後の取り組みについて

その他の主な質問

・‌‌公立保育所調理等業務の民間委託と

事業効果について

・‌‌学校施設管理員の職種変更のあり方

について

・‌‌普天間基地所属MV-22オスプレイ

の墜落事故後、県内での強行飛行へ

の対応について

その他の主な質問

・‌‌北朝鮮の核実験及び弾道ミサイルに

対する市民の安全確保の取り組みに

ついて

・‌‌普天間飛行場周辺まちづくり事業（普

天間地区・真栄原地区）の進捗状況

について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

豊
か
な
心
を
育
む
幼
稚
園
教

育
の
充
実
に
つ
い
て

屋良千枝美 議員

宜
野
湾
マ
リ
ン
支
援
セ
ン
タ

ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

桃 原 　 朗 議員

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
平
日
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

知 名 康 司 議員
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◎
議
員　

市
内
公
園
の
案
内
表
示
板
等
で
外
国
語
表
記

が
さ
れ
て
い
る
公
園
は
何
カ
所
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

海
浜
公
園
内
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ

と
、
い
こ
い
の
市
民
パ
ー
ク
内
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
表

記
の
二
カ
所
で
あ
る
。

◎
議
員　

今
後
、
ほ
か
の
公
園
も
外
国
語
の
表
記
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
計
画
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

最
近
、
外
国
人
の
公
園
利
用
者
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
多
い
公
園
か
ら

外
国
語
表
記
の
看
板
を
設
置
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

い
つ
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
表
記
を
計
画
し
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

各
国
の
言
語
で
の
表
記
は
難
し
い
た

め
、
ま
ず
は
英
語
に
よ
る
表
記
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
看
板

の
設
置
も
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

特
に
公
園

を
利
用
す
る
た
め
の

注
意
事
項
、
犬
の
ふ

ん
の
処
理
、
ハ
ブ
へ

の
注
意
喚
起
、
公
園

の
利
用
時
間
等
の
外

国
語
表
記
を
ぜ
ひ
、

検
討
い
た
だ
き
た
い

◎
議
員　

第
二
回
議
会
報
告
及
び
市
民
と
の
意
見
交
換

会
に
お
い
て
、
長
田
一
丁
目
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

上
に
側
溝
の
蓋
が
な
い
箇
所
が
あ
り
、
危
険
で
あ
る
た

め
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
担
当
部
署

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
構
造
上
、
蓋
を
取
り
つ
け
る
こ

と
は
困
難
と
伺
っ
た
が
、
夜
間
に
お
け
る
危
険
防
止
の

た
め
、
防
犯
灯
の
設
置
は
可
能
か
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

防
犯
灯
は
、
こ
れ
ま
で
宜
野
湾
市

防
犯
灯
設
置
補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
く
自
治
会
か
ら

の
申
請
に
よ
り
設
置
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
当
該
箇

所
は
愛
知
区
と
長
田
区
の
境
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

治
会
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
上
流
付
近
に
土
砂

が
堆
積
し
、
雑
草
が
生
え
て
水
の
流
れ
を
妨
げ
て
い
る

状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

当

該
現
場
も
確
認
し
て

お
り
、
排
水
路
内
に

あ
る
土
砂
及
び
雑
草

の
撤
去
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

◎
議
員　

環
境
面
や

衛
生
面
に
お
い
て
も

ぜ
ひ
、
定
期
的
に
除

去
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

◎
議
員　

普
天
間
基
地
で
は
、
昨
年
末
か
ら
貯
水
池
の

新
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
返
還
が
決
ま
っ
た
基
地

の
補
修
工
事
を
す
る
こ
と
は
基
地
の
延
命
に
な
り
か
ね

な
い
た
め
、
市
長
に
対
し
、
六
月
定
例
会
で
中
止
の
要

請
を
行
っ
た
。
現
在
、
一
日
当
た
り
五
十
台
の
ダ
ン
プ

カ
ー
が
出
入
り
し
工
事
を
続
け
て
い
る
が
、
今
後
も
工

事
は
続
け
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

防
衛
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
十
九
施

設
の
補
修
事
業
中
、
二
施
設
は
実
施
し
て
お
り
、
残
り

の
十
七
施
設
は
日
米
間
で
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

◎
議
員　

十
九
施
設
の
詳
細
を
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

隊
舎
二
棟
、
格
納
庫
六
棟
、
教
育

施
設
二
棟
、
倉
庫
が
三
棟
で
、
管
理
棟
、
食
堂
、
貯
水

槽
、
工
場
、
駐
車
場
、
保
安
施
設
が
一
棟
ず
つ
で
あ
る
。

◎
議
員　

市
長
は
二
年
前
、
フ
ェ
ン
ス
を
取
っ
払
お
う

と
言
っ
た
。
そ
れ
ぐ

ら
い
の
気
概
で
工
事

を
止
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

◎
市
長　

安
全
性
に

問
題
が
あ
り
、
補
修

す
る
も
の
と
伺
っ
て

い
る
。
理
解
を
示
し

な
が
ら
も
、
一
日
も

早
い
返
還
を
求
め
て

ま
い
り
た
い
。

その他の主な質問

・‌‌普天間基地の５年以内の運用停止に

ついて

・‌‌市道宜野湾11号の工事内容と進捗

状況について

・‌‌ＰＦＯＳ等の汚染物質除去の経過や

対応について

その他の主な質問

・保育行政について

・‌‌国道330号から市道宜野湾11号へ

の道路整備について

・教育行政について

・‌‌学校施設管理員の職種変更のあり方

について

その他の主な質問

・‌‌市道我如古21号の進捗状況につい

て

・‌‌市道長田１号の道路整備の進捗状況

について

・‌‌管理者不在の街区公園への対応方に

ついて

・真栄原地区まちづくり整備について

。

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

普
天
間
基
地
内
の
滑
走
路
及

び
付
帯
施
設
の
工
事
の
状
況

に
つ
い
て

桃 原 　 功 議員

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
上
の

整
備
に
つ
い
て

米 須 清 正 議員

公
園
案
内
表
示
板
へ
の
外
国

語
表
記
の
追
加
に
つ
い
て

平良眞一 議員
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◎
議
員　

九
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
は
、
動
物

愛
護
週
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
犬
猫
殺
処
分
数
ゼ
ロ
に

向
け
た
動
物
愛
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

市
で
は
毎
年
七
月
に
、
専
門
家
に

よ
る
犬
の
し
つ
け
方
実
演
、
飼
い
主
か
ら
の
個
別
相
談

を
受
け
付
け
る
会
、
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
報
に
お
い
て
、
犬
猫
適
正
飼
育
の
広
報

を
八
月
号
で
行
い
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
日

本
動
物
福
祉
協
会
の
捨
て
犬
・
捨
て
猫
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ
、
県
獣
医
師
会
か
ら
の
犬
・
猫
避
妊
・
去

勢
の
お
勧
め
等
を
掲
載
し
て
、
人
と
動
物
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

◎
議
員　

動
物
愛
護
教
育
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
校

に
お
い
て
犬
猫
の
飼
い
方
や
遺
棄
問
題
の
学
習
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　

学
校
で
の
教
育
に
つ

き
ま
し
て
は
、
小
中

学
校
か
ら
の
要
請
等

を
受
け
て
、
協
議
も

行
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

ぜ
ひ
と
も

検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

◎
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
の
検
討
に
当
た
り
、

西
海
岸
地
区
と
東
海
岸
地
区
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
空
洞

化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の

実
態
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

◎
市
民
経
済
部
長　

無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

と
い
っ
た
個
々
の
実
態
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

◎
議
員　

高
齢
者
が
医
療
機
関
を
利
用
す
る
に
当
た
っ

て
の
移
動
手
段
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
実
態
を
把

握
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
交
通

弱
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

既
に
デ
マ
ン
ド
運
行
を
実
施
済
み

の
南
城
市
へ
職
員
を
派
遣
し
調
査
を
行
い
、
市
の
実
態

と
比
較
の
上
、
計
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

交
通
政
策
基
本
法
に
基
づ
き
市
の
役
割
、
交

通
網
形
成
計
画
の
策

定
が
必
須
と
な
る
が
、

そ
の
認
識
と
対
応
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長　

市
町
村
で
地
域
公
共

交
通
再
編
実
施
計
画

を
定
め
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
担
当
部

署
で
早
急
に
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
の

授
業
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
と

伺
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
っ

て
学
習
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
指
導
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
は
、
電
子
黒
板
、
書
画

カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

が
あ
る
が
、
児
童
生
徒
の
視
覚
や
聴
覚
に
訴
え
、
学
習

へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
授
業
に
集
中
さ
せ
た
り
す
る

効
果
が
あ
り
、
わ
か
る
授
業
の
構
築
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員　

機
器
の
操
作
力
や
授
業
力
向
上
に
向
け
た
教

育
委
員
会
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

◎
指
導
部
長　

夏
休
み
期
間
中
に
各
小
中
学
校
に
お
い

て
全
教
員
を
対
象
に
情
報
夏
期
講
習
会
を
行
っ
た
。
ま

た
、
は
ご
ろ
も
学
習
セ
ン
タ
ー
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
二
名

を
配
置
し
、
要
請
に

応
じ
て
指
導
や
操
作

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

本
市
で
は
、

小
学
校
で
導
入
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
の
学
習
力
や

学
習
環
境
向
上
の
た

め
に
、
早
急
な
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

その他の主な質問

・‌‌ごみの排出量削減と資源化率向上の

取り組みについて

・‌‌生ごみ処理容器購入費補助金制度の

活用実績と今後の取り組みについて

・‌‌各学校給食室（配膳室）の衛生管理

と牛乳保冷庫の管理について

その他の主な質問

・‌‌‌‌キャンプ瑞慶覧における普天間高校、

琉球大学医学部等の用地取得について

・‌‌普通財産の保有状況と利用計画につ

いて

・‌‌防衛施設整備統合事業による学習等

供用施設整備の効果と計画について

その他の主な質問

・普天間未来基金の趣旨について

・‌‌小中学校施設の教育環境整備の取り

組みについて

・‌‌学校施設管理員の職種変更のあり方

について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

犬
猫
殺
処
分
数
ゼ
ロ
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

玉城健一郎 議員

交
通
弱
者
の
実
態
と
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ
い
て

上 地 安 之 議員

小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
導
入
の
効
果
と
課
題
に

つ
い
て

伊 佐 哲 雄 議員
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◎
議
員　

普
天
間
未
来
基
金
及
び
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

普
天
間
未
来
基
金
に
つ
い
て
は
九

月
二
十
日
現
在
で
寄
附
者
数
十
一
件
、
寄
附
金
額
千
六

百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

◎
企
画
部
長　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
九

月
二
十
五
日
現
在
で
寄
附
者
数
二
十
二
件
、
寄
附
金
額

四
十
七
万
七
千
五
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

両
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

普
天
間
未
来
基
金
に
つ
い
て
は
市

長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
引
き
続
き
継
続
し
、
広
報
活

動
を
さ
ら
に
広
げ
て
ま
い
り
た
い
。
寄
附
金
に
つ
い
て

は
人
材
育
成
に
係
る
事
業
へ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
企
画
部
長　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
積

極
的
な
周
知
を
継
続
し
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

寄
附
金
に
つ
い
て
は

第
四
次
宜
野
湾
市
総

合
計
画
と
整
合
を
図

り
、
各
事
業
へ
の
充

当
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
議
員　

ぜ
ひ
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
た

事
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

◎
議
員　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
来
年
四
月
よ
り
運

営
主
体
を
市
区
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
す
と
い
う
、

制
度
創
設
以
来
の
大
改
革
が
行
わ
れ
る
。
本
市
の
広
域

化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
な

ぜ
運
営
主
体
が
変
わ
る
の
か
も
お
聞
き
し
た
い
。

◎
健
康
推
進
部
長　

国
か
ら
国
保
へ
の
財
政
支
援
を
拡

充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
ま
た
都

道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
国
保
制
度

を
安
定
し
て
い
く
狙
い
が
あ
る
。
こ
の
改
革
で
劇
的
に

課
題
が
解
決
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
、
広
域
化
以
降
も
持
続
的
に
取
り
組

み
、
国
保
事
業
の
安
定
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

平
成
三
十
年
度
か
ら
県
も
国
民
健
康
保
険
の

保
険
者
と
な
る
が
、
保
険
料
の
賦
課
徴
収
や
資
格
管
理

な
ど
は
今
ま
で
ど
お
り
市
町
村
の
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
る
の
か
。

◎
健
康
推
進
部
長　

今
ま
で
ど
お
り
の
対

応
と
な
る
。

◎
議
員　

こ
の
改
革

で
課
題
が
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

決
し
て
国
保
税
の
値

上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

◎
議
員　

本
市
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

者
負
担
金
は
平
均
が
一
万
九
百
三
十
三
円
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
平
均
七
千
三
百
七
十
一
円
や
沖
縄
県
平
均
九

千
五
百
十
一
円
よ
り
も
高
い
状
況
に
あ
る
。
本
年
度
か

ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

◎
福
祉
推
進
部
長　

生
活
保
護
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
と
し
て
、
お
や
つ
代
を
含
め
た
利
用
料
月

額
か
ら
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
を
補
助
対
象
額
と
し
、

三
千
円
を
上
限
と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
議
員　

対
象
世
帯
は
生
活
保
護
世
帯
と
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
の
こ
と
だ
が
、
世
帯
年
収
に
よ
り
対
象
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
可
能
か
。

◎
福
祉
推
進
部
長　

本
年
度
の
申
請
の
推
移
も
確
認
し

つ
つ
、
対
象
範
囲
の
見
直
し
や
効
果
的
な
補
助
額
の
検

討
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

◎
議
員　

必
要
な
人

に
必
要
な
支
援
を
し

て
い
く
事
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
の
取

り
組
み
の
課
題
を
来

年
度
の
事
業
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の主な質問

・LGBT支援の取り組み状況について

・‌‌普天間未来寄附金の取り組みについて

・‌‌宜野湾ベイサイド情報センター入居

企業に対する支援策について

・‌‌学校防犯システム（ツイタもん）の

成果について

その他の主な質問

・‌‌要支援者向け介護保険サービスの取

り組みについて

・‌‌障がい者の社会参加促進に向けた取

り組みについて

その他の主な質問

・‌‌基地関連補助金活用による施設修繕

について

・車いすマラソン大会の開催について

・‌‌市所有のマイクロバスの活用について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て

知 念 秀 明 議員

普
天
間
未
来
基
金
及
び
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
現
況
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山 城 康 弘 議員

平
成
三
十
年
度
以
降
の
国
民

健
康
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て

島 　 勝 政 議員
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◎
議
員　

市
民
会
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放

映
用
）
設
置
に
つ
い
て
、
三
月
定
例
会
で
も
提
言
し
た

が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
は
可
能
に
な
っ
た
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
品
質
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長　

市
民
会
館
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設

置
は
七
月
末
に
完
了
し
、
八
月
か
ら
利
用
可
能
で
あ
る
。

八
月
二
十
七
日
の
普
天
間
高
校
創
立
七
十
周
年
記
念
の

芸
術
祭
等
、
こ
れ
ま
で
五
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
性
能
は
、
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
対
応
で
き
、
明
る
さ
は
七
千

ル
ー
メ
ン
で
高
画
質
な
解
像
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

あ
る
。
市
民
会
館
の
音
響
設
備
機
器
は
、
平
成
十
三
年

以
来
の
更
新
で
、
こ
れ
ま
で
の
音
響
機
器
に
比
べ
、
幅

広
い
音
域
が
明
瞭
で
、
音
質
も
格
段
に
向
上
し
、
臨
場

感
の
あ
る
ク
リ
ア
な
音
響
に
変
わ
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

昨
年
、
市

民
会
館
を
利
用
し
た

際
、
一
般
市
民
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
持

ち
込
ん
で
利
用
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
感
じ
、
機
器
の
設

置
を
提
言
し
た
。
安

心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
改
善
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
る
。

◎
議
員　

指
定
管
理
者
制
度
の
も
と
に
、
公
園
管
理
及

び
清
掃
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
っ
て
い
る
か
。

◎
建
設
部
次
長　

公
園
管
理
運
営
仕
様
書
に
基
づ
き
、

公
園
の
施
設
や
規
模
に
応
じ
て
七
十
四
カ
所
の
公
園
を

四
つ
の
区
分
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

仕
様
書
に
お
け
る
清
掃
の
範
囲
は
ど
の
よ
う

な
基
準
に
な
っ
て
い
る
か
。

◎
建
設
部
次
長　

広
場
、
園
路
、
ト
イ
レ
等
の
清
掃
及

び
草
刈
り
、
除
草
、
樹
木
等
の
剪
定
等
、
清
掃
頻
度
を

管
理
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

管
理
基
準
に
は
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
清
掃
に
つ

い
て
規
定
が
な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

◎
建
設
部
次
長　

ペ
ッ
ト
の
他
、
野
良
犬
や
野
良
猫
等

の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
管
理
者
が
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

伊
佐
第
二
児
童
公
園
に
外
国
語
表
記
の
看
板

を
設
置
し
、
利
用
す

る
外
国
人
に
も
注
意

喚
起
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
い
か
が
か
。

◎
建
設
部
次
長　

外

国
語
表
記
の
看
板
を

設
置
し
た
い
。

◎
議
員　

市
民
が
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
公
園
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員　

こ
と
し
の
八
月
一
日
に
市
道
宜
野
湾
十
一
号
、

さ
ら
に
中
原
進
入
路
も
返
還
さ
れ
る
が
、
今
後
の
整
備

計
画
を
確
認
し
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

現
在
、
予
備
設
計
な
ど
の
成
果
を
も

と
に
整
備
計
画
案
の
整
理
を
し
て
い
る
。
軍
道
で
あ
っ

た
約
九
メ
ー
ト
ル
の
道
路
幅
員
の
中
で
市
道
認
定
、
測

量
、
用
地
取
得
を
行
い
、
道
路
側
溝
等
の
整
備
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
。
今
年
度
中
に
市
道
認
定
、
来
年
度

に
測
量
、
平
成
三
十
一
年
度
に
用
地
取
得
を
行
い
た
い
。

整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
宜
野
湾
十
一
号
と
整
合
を
図

り
、
早
期
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
や
中
原
区

の
地
域
住
民
に
対
し
説
明
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
い
か
が
か
。

◎
建
設
部
次
長　

年
度
内
で
の
説
明
会
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
道
路
線
形

や
幅
員
構
成
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

説
明
し
て
ま
い
り
た

い
。

◎
議
員　

地
域
住
民

へ
説
明
し
て
い
た
だ

き
協
力
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

その他の主な質問

・‌‌高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画の取り組みについて

・‌‌自治体クラウド及び第３次包括的Ｉ

Ｔアウトソーシングの進捗について

・‌‌ピロリ菌検診助成事業の導入及びが

ん対策について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

その他の主な質問

・保育所待機児童ゼロ対策について

・‌‌小中学校の就学援助(入学準備金の

早期支給)について

・‌‌各小学校区への児童センター(館)

の設置について

・‌‌幼稚園預かり保育事業の拡充について

その他の主な質問

・‌‌し尿処理施設「清水苑」跡地利用に

ついて

・‌‌キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）

跡地利用計画について

・交通安全対策について

・ごみ減量化の取り組み状況について

中
原
進
入
路
の
整
備
計
画
に

つ
い
て

伊 波 一 男 議員

伊
佐
第
二
児
童
公
園
の
管
理

及
び
清
掃
の
あ
り
方
に
つ
い
て

宮 城 　 司 議員

市
民
会
館
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
用
）
の
設

置
に
つ
い
て

岸 本 一 德 議員
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◎
議
員　

普
天
間
第
二
小
学
校
は
米
軍
普
天
間
飛
行
場

と
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
米
軍
の
輸

送
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し
騒
音
も
激
し
く
、
世

界
一
危
険
な
小
学
校
と
言
わ
れ
て
い
る
。
過
去
に
移
転

計
画
等
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
利
用
計

画
の
中
で
、
普
天
間
第
二
小
学
校
の
移
転
、
移
設
に
関

す
る
計
画
は
な
か
っ
た
。

◎
議
員　

安
仁
屋
地
区
の
拝
所
移
設
に
つ
い
て
、
他
の

市
町
村
に
お
い
て
移
設
等
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
か
。

◎
基
地
政
策
部
長　

北
中
城
村
、
読
谷
村
で
基
地
内
に

あ
っ
た
拝
所
を
公
民
館
へ
移
転
し
た
事
例
が
あ
る
。

◎
議
員　

市
当
局
に
お
い
て
は
安
仁
屋
の
拝
所
が
あ
る

場
所
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

◎
基
地
政
策
部
長　

写
真
に
お
け
る
確
認
の
み
で
あ
る
。

◎
議
員　

米
軍
や
沖

縄
防
衛
局
と
調
整
し
、

ぜ
ひ
現
地
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長　

現
在
の
拝
所
を
確
認

す
る
こ
と
は
、
安
仁

屋
郷
友
会
と
の
協
議

を
進
め
る
上
で
、
ぜ

ひ
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◎
議
員　

来
客
駐
車
場
混
雑
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

◎
総
務
部
次
長　

繁
忙
期
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

し
、
警
備
、
誘
導
係
が
交
通
整
理
を
行
い
、
庁
舎
玄
関

前
の
掲
示
板
付
近
広
場
も
臨
時
的
に
活
用
し
て
い
る
。

◎
議
員　

抜
本
的
な
改
善
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
拡
張
の
検
討
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

◎
総
務
部
次
長　

駐
車
場
拡
張
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
財
政
事
情
も
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
拡

張
整
備
の
工
法
や
工
事
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

市
民
会
館
裏
の
活
用
や
現
在
の
駐
車
場
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
駐
車
台
数
の
増
設
が
で
き
な
い
か
。

◎
総
務
部
次
長　

歩
行
者
の
安
全
確
保
等
の
課
題
解
決

に
向
け
検
討
中
で
あ
る
。

◎
議
員　

来
客
駐

車
場
の
一
部
立
体

化
や
地
下
駐
車
場

の
建
設
等
は
い
か

が
か
。

◎
総
務
部
次
長　

昨
今
の
厳
し
い
財

政
事
情
も
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
拡
張

整
備
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

◎
議
員　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日
に
空
き
家
等

対
策
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

同
法
に
基
づ
く
国
、
県
、
市
町
村
の
役
割
を
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

国
の
役
割
は
、
空
き
家
等
に
関
す
る

施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
、

県
の
役
割
は
、
市
町
村
に
対
し
て
情
報
提
供
や
技
術
的

な
助
言
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
等
、
必
要
な
援

助
に
努
め
る
こ
と
、
市
町
村
の
役
割
は
、
国
の
基
本
方

針
に
則
し
た
空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
、
協
議
会
の

設
置
な
ど
に
よ
り
、
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

本
市
の
空
き
家
等
の
対
策
計
画
の
策
定
、
協

議
会
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

平
成
三
十
一
年
度
に
庁
内
策
定
委
員

会
・
協
議
会
の
設
置
、
空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
と

な
っ
て
い
る
。

◎
議
員　

空
き
家
等

を
活
用
し
て
誰
で
も

気
軽
に
で
き
る
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
所

を
協
議
会
等
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
建
設
部
次
長　

計

画
策
定
を
進
め
る
と

と
も
に
、
内
容
を
調

査
研
究
し
た
い
。

その他の主な質問

・大山貝塚石碑の移設について

・‌‌大山地区土地区画整理事業の進捗状

況について

・‌‌大山１丁目14番15号付近パイプ

ラインの道路改良について

その他の主な質問

・車いすに優しい歩道整備について

・‌‌公共施設でのバリアフリー整備状況

について

・車いすマラソン大会の運営について

・コミュニティバスの導入について

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

見
出
し

● ● ● ● 議員

空
き
家
の
利
活
用
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

石 川 　 慶 議員

市
庁
舎
等
来
客
駐
車
場
の
拡

張
及
び
改
善
等
に
つ
い
て

我如古盛英 議員

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
（
西
普
天
間

住
宅
地
区
）
跡
地
利
用
計
画
に

つ
い
て

宮 城 　 克 議員

改善が望まれる来客駐車場
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議案 件名

議
決
結
果

出
席
者
数

表
決
総
数

絆クラブ 公明党 共生の会 結・市民ネットワーク
社民・市民

クラブ

無
会
派

賛
成
反
対

宮

城

　

克

石

川

　

慶

宮

城

　

司

山

城

康

弘

桃

原

　

朗

知

名
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議 　 案
第43号

平成 29 年度宜野湾
市一般会計補正予算　　　　　　　　
（第2号）

可
決
25 24 16 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

議 　 案
第51号

宜野湾市印鑑条例の一
部を改正する条例につ
いて

可
決
25 24 16 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 退 退 退 退

議 　 案
第52号

宜野湾市手数料条例の
一部を改正する条例に
ついて

可
決
25 24 16 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 退 退 退 退

請 　 願
第 １ 号

介護老人保健施設の整
備について

不
採
択

25 24 8 16 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○・・・賛成　×・・・反対　退・・・退席　欠・・・欠席　●議会議員定数26名　現員数25名　（議長は可否同数の場合を除いて、採決には加わりません。）

第408回宜野湾市議会定例会　議決結果一覧（全会一致）

第408回宜野湾市議会定例会　議案（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧

第40７回宜野湾市議会臨時会付議事件一覧及びその結果

種類 件名 議決結果

議案
平成29年度宜野湾市国民健康保険特別会計補
正予算（第2号）

原案可決

平成29年度宜野湾市下水道事業特別会計補正
予算（第1号）

原案可決

平成29年度宜野湾都市計画宇地泊第二土地区
画整理事業特別会計補正予算（第1号）

原案可決

平成29年度宜野湾都市計画佐真下第二土地区
画整理事業特別会計補正予算（第1号）

原案可決

平成29年度宜野湾市介護保険特別会計補正予
算（第2号）

原案可決

平成29年度宜野湾市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第1号）

原案可決

宜野湾市職員の退職手当に関する条例の一部を
改正する条例について

原案可決

宜野湾市企業立地促進条例の一部を改正する条
例について

原案可決

宜野湾市火災予防条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

宜野湾市水道事業の設置等に関する条例の全部
を改正する条例について

原案可決

水槽付消防ポンプ自動車購入に係る物品の取得
について

同 意

志真志小学校校舎・水泳プール増改築工事（建
築第1工区）請負契約について

同 意

志真志小学校校舎・水泳プール増改築工事（建
築第2工区）請負契約について

同 意

平成28年度宜野湾市水道事業会計剰余金の処
分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

諮問
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

答申可決

種類 件名 議決結果

認定
平成28年度宜野湾市下水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

認 定

平成28年度宜野湾都市計画宇地泊第二土地区画
整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定

平成28年度宜野湾都市計画佐真下第二土地区画
整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定

決議案
MV-22オスプレイの大分空港などへのたび重な
る緊急着陸に対する抗議決議

原案可決

意見書
MV-22オスプレイの大分空港などへのたび重な
る緊急着陸に関する意見書

原案可決

住宅防音工事促進及び地デジ受信障害対策事業
の予算確保と対象地域の見直しに関する意見書

原案可決

こども医療費助成のペナルティーの完全廃止を
求める意見書

原案可決

こども医療費助成事業の見直しに関する意見書 原案可決

キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地への琉球大学医学部及び同附属病院移
転整備に係る宜野湾市内商工業者への優先受注機会の確保に関する意見書

原案可決

陳情
「女性の人材育成と積極的登用」並びに「環境
改善」について

採 択

地元産品奨励及び市内企業優先使用に係る要請 採 択

県産品の優先使用について 採 択

宜野湾市シルバー人材センターに対する支援強
化について

採 択

宜野湾市西普天間地区返還地整備に伴う市内商
工業者の優先利用に係る特段の配慮について

採 択

（※）上記以外の議案についてはホームページをご覧ください。

議案 件名 議決結果

決 議 案
第16号

普天間基地所属MV-22オスプレイのオースト
ラリアにおける訓練中の衝突落下事故に対する
抗議決議

原案可決

議案 件名 議決結果

意 見 書
第30号

普天間基地所属MV-22オスプレイのオースト
ラリアにおける訓練中の衝突落下事故に関する
意見書

原案可決


